
松 久 宗 琳 

松久宗琳 （彫） 平成 4年 3 月 15日没 

 延暦寺東塔五智如来像、大阪四天王寺丈六仏等を制作したほか、京都仏像彫刻研究所を設立する

など仏像制作の普及、教育にも尽力した仏師松久宗琳は、３月１５日午後１１時、心筋こうそく

のため、京都市の自宅で死去した。享年６６。 

大正１５（１９２６）年２月１４日、仏師松久朋琳の長男として京都市下京区に生まれる。 

本名武雄。昭和１３（１９３８）年、朱雀第三尋常小学校を卒業して仏像彩色師八木秀蔵の内弟

子となる。一方、日本画も学んだ。同１５年１２月、脊椎カリエスを患い実家に戻る。 

この病気により右脚の自由を失う。同１６年仏師を志し、奈良、京都を巡って飛鳥、白鳳、天平

時代の仏像を研究。同１９年１０月、陸軍の要請により成吉思汗像に金箔を施すため渡満し翌月

帰国。同年１２月京都高島屋の家具製造部員として再び渡満して翌年３月帰国する。 

戦後の同２３年、木彫家佐藤玄々に入門。同２５年陶芸家河井寛次郎のもとに通い、以後も交遊

を続け、「用の美」等、芸術概念をはじめ多大な影響を受けた。 

同年父朋琳と共に愛媛県出石寺の「仁王像」を制作し、鎌倉時代以降希少となった「賽割法」を 

復活させた。同３６年より宗琳を名のる。同３７年京都市山科区九条山に「京都仏像彫刻研究所」

を設立し、工房による仏像彫刻の制作を目指す。 

同３８年、戦災で失われた大阪四天王寺の「仁王像」を制作。 

同３８年滋賀県延暦寺の「智証大師像」「聖徳太子像」（父と共作）を制作。 

同４８年、京都山科区大宅に工房を設立する。 

同５０年、京都大覚寺「五大明王像」を父と共に制作し、翌５１年、京都金閣寺の「岩屋観音像」

「四天王像」を制作する。 

同５３年大阪四天王寺大講堂の「阿弥陀如来像」、 

同５４年同寺太子奥殿の「聖徳太子像」「四天王像」を父朋琳と共に制作し、同寺より「大仏師」

の称号を受けた。 

同５５年延暦寺総持院の「五智如来像」を父と共に制作。 

同５８年(1983年)千葉成田山新勝寺の 

「五大明王像」「五智如来像」の制作に 4年の歳月を費して完成。同寺より「大仏師」号を受けた。

同寺には、平成３(1991年)にも「千手観音像」「弥勒菩薩像」「普賢・文殊菩薩像」を制作した。 

同５９年１月、インドへ、同６２年５月中国桂林へ、平成元（１９８９）年５月中国雲崗石窟へ

赴く。晩年は国内の古寺をも多く訪れた。天平期の仏像を好み、天平仏の研究を基礎とする鎌倉

期の仏師快慶を崇拝し、義軌や古典的様式を守って、流麗な像様を特色とした。個人様式を重視

する近代の芸術観に対し、長い仏教彫刻史の蓄積が生んだ古典様式を貴重な遺産と見て踏襲する

姿勢と共に、工房による制作を大規模に展開した点でも注目される。 

一方で、仏像制作を広く一般に普及させるべく、昭和３９年に第１回宗教美術展を開催。同４０

年代前半には彫刻刀の電動研磨機を開発。同４８年「宗教芸術院」を創設して講習会を開くなど

一般への教育につとめた。著書も多く、『仏像彫刻のすすめ』（昭和４８年 日貿出版社）、『仏像

彫刻の技法』（同５１年 同社）、『仏画と截金』（同５２年 中川湧美堂）、『新しい仏像彫刻』（同

５９年 日貿出版社）などがあり、作品集に『松久宗琳の仏像彫刻』（同６３年 秀作社）、『大仏

師 松久宗琳』（平成４年 光村推古書院）、伝記に『日本人の魂を彫る』（長尾三郎著 平成２年 

講談社）がある。作品の多くは、昭和６０年に設立された松久仏像彫刻会館（京都市中京区御幸

町三条下ル）に安置されている。 

 


